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怠学少年の実態調査についての報告（ll）
　　　　　一怠学少年の意識を中心に一
久保田信之
〔皿〕怠学少年の意識調査
この意識調査はi怠学少年が警察において準備してあつたアンケート用紙
に自ら記入したものである。
　1　教師への信頼感
　この表を見ると，怠学少年
の教師への信頼感は普通の少
年の場合に比較して「信頼出
百分比
まあまあ信頼出来る 284人　　12．　7％
普 通i896　i・…1
あまり信頼出来ない 77gl・4・・
わ　か　ら　な　い 273112・・
来る」と積極的に肯定する数値がかなり低い。なお，この教師への信頼感は，
女子中学生の場合，男子中学生のそれよりも大きく下廻っている。
　　　　　　　　　　　怠学中学生の教師への信頼感
まあまあ信頼出来る
普　　　　通 あまり信頼出?ﾈい わからない
中1男子　13人1・・％｝23人i…％123人…％12人1・・％
中1好　・1・3　51・・3　74・83i…
中・男子　・5…｝824・2651…1321・・
中・好　1・1・・1・・1…1554・・221・・1
中・男子　・・11…　693・・i1523・・551・・
中・好119「・99・2・・1・43｝…1・・1・・
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　これを見ると「あまり信頼出来ない」の項では，女子中学生が男子の比率
をかなり高くマークしており，逆に「まあまあ信頼できる」は，各学年とも
男子よりも女子の方が低くなっている。
　2　教師の指導態度
　怠学少年に対して，教師がどのような態度で接し，指導しているかを怠学
少年に質問したものである。
2－1　教師の指導態度（1）
　　　いつも声をかけてくれる
　　　普通
　　　あまり声をかけてくれない
　　　わからない
2－2教師の指導態度（2）
　　　よく面倒を見てくれる
　　　普通
　　　あまり面倒を見てくれない
　　　わからない
2－3教師の対応　万引したとき
　　　強く注意すると思う
　　　注意すると思う
　　　何もしないと思う
　　　わからない
440人
981人
564人
244人
330人
998人
514人
370人
1，042人
　951人
　88人
　150人
19．7％
44．0％
25．3％
10．9％
14．9％
45．1％
23．2％
16．7％
46．7％
42．6％
3．9％
6．7％
　教師の怠学生徒に対する指導態度を，1）　声をかける　2）　面倒を見る
3）生徒が万引したときの指導の仕方　の三点から見たわけであるが，「声
をかける」とか「面倒を見る」という日常的な教師の指導態度については，
　　　　　　　　　　　　　　　－72一
「教師への信頼感」と同様に，積極的に教師の指導態度を肯定するよりも，
消極的に否定している者が多い。「万引をしたら」という具体的な反社会的
行為に対する教師の対応は，さすがに約80％の教師が注意するだろうと見
ている。
あると考えられる。そ
こで，授業，学科目，
学校生活の印象，学友
について調査してみた。
　「授業」や「好きな
科目」に対する回答は
予想されたようにあま
り芳しくない。これを
さらに学校・学年別に
調査してみると，つぎ
のようになる。
　3学校生活
　怠学という行為は，生徒が学校に行くのを怠けることであるから，学校生
活のなかにその原因が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3－1授　業
　　　　　　　　　　　　　　　　・姻
　　　　　　　　　　　　　　　　・・1871・8・・
ほとんどの科目・1理解出来な・・【8311・7・・
3－2　好きな科目
1人数（人）1百分比（％）
　　　86｝
授業一学校・学年別
雀叢÷1嵯｝嵯膜階2階31牽校1［牽校2牽校3　　　学年別
揄?ﾌ
?x 人1％囚％人1％囚％囚小％人i％囚小％
ほとんどの
ﾈ目が理解
o来る
110．0110．1834．84 4．6175．2334．64310．9391L46020．3
理解出来る
ﾈ目が少し
ﾍある
660．0660．0626．14855．2
??????
30642．424361．722565．618361．8
ほとんどの
ﾈ目が理解
o来ない
330．0330．09
391』5　i
40．215547．0
?????
10827．47923．05317．9
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好きな科目一学校・学年別
学年別小学4
！人1％
　　　小学1年以下5年
囚％
小学
＿Ω生
中学
＿1年
人陽人1％
中学2
年
中学3
年
高校1
年
高　2
年
高　3
年
人1％人L％e人1％人1％人1％
たく・んあ・1・…11・・1　・113・・7・26・・818・518・・…922・・
す・しあ・1・1・…1・i・…1・416・・1・・1・…6・141143・・12S31・9・・2・193・…旨・5i・…111781・…
e・とんどな…1…1・1・…1　6126・・3SI41・　・【1SllSS・　・1421［・S・・11S41・6・・61126・37・・1　9Sl・…
　この学校・学年別の調査を見ると，授業の理解度，好きな科目ともに中学
1，2年生になって急激に悪化している。この時期は，教育の内容が高度化
する時期であり，生徒は授業の理解が出来なくなり，そのために授業に対す
る興味も低下し，それが好きな学科の減少になっている。中学2，3年生は
好きな学科がほとんどないと答えたものが過半数に達している。これらの生
徒がいわゆる“落ちこぼれ”となって，怠学行動に走ることが考えられる。
3－3　学校生活への印象
　　　楽しい
　　　つまらない
　　　どちらでもない
335人
902人
965人
15．2％
41．0％0
43．8％
　生徒が怠学する直接的原因として，1）教師との人間関係　2）　学友との
人間関係　3）　授業の理解度　などが挙げられるが，この「学校生活への印
象」の結果を見ると，学校生活を苦にしていると見られる生徒は，半数以下
である。教師との人間関係や学友との人間関係も，それが直接に怠学に結び
つくほど悪い条件になっていないように見える。
　しかし，中学生になると授業の内容が難しくなるにつれて，授業が理解出
来なくなり，学校に行くのが面白くなくなり，さらに苦痛にさえなる。しか
し，それにもかかわらず，学校生活を楽しいと感じて通学しているのは，や
はり学友との楽しい生活があるからである。この点では単独型怠学生と集団
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型怠学生とでは，かなり学校生活に対する態度は違っている。
wt×－llL－iDg6asN1＆6℃wtvsl
　　　　　　　　人　　　％怠学の型 人　　　％　　　人　　　％
単独型怠学生11・512・・933941・5373i・5・・
集団型怠学生1217・6・・1155441・25741・2・・
　すなわち，単独型怠学生の学校に対する印象は，「楽しい」において集団
型怠学生よりも低いのである。
3－4親しい友達
　　　いる
　　　いない
1，544人
　655人
70．2％
29．8％
　怠学少年の7割は，親しい友達を持っているが，その残りの3割は，親し
い友達がいないと答えている。親友と怠学の関係は，親友がいるから，引き
づられて怠学することもあるし，親友がいないから，つまらなくなって怠学
するケースもある。また怠学するから，親友が出来ないこともある。親友は，
単独型怠学生と集団型怠学生を分ける大きな要因である。親友についての回
答を両タイプに分けて考察した結果は，つぎのようである。
　単独型怠学生で親し　　　　　　　　　　　　　　　　　親友一単独型と集団型の分析一
い友人がいると答えた
数値は，集団型怠学生
のそれよりもかなり低
く，親しい友人がいな
いと答えた数値は，逆
にはるかに高い。
怠学の型
親友 し・ ?
人
?
い　　な　い
人
?
単独型怠学生 4811・9・・133・141・・
細型怠学生11，・321・6・・！31123・・
4家庭環境
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　家庭環境は，怠学行為の直接的原因には考え難いが，思春期の少年の場合
は，家庭からの逃避や反抗の型の一つとして怠学という行動をとる場合も決
して少くない。そこでまず，両親に対する印象を調査してみた。
4－1　父
　　　好きだ
　　　普通
　　　いない方がよい
　　　父はいない
　　　わからない
　327人
1，067人
　225人
　367人
　221人
14．8％
48．3％
10．2％
16．6％
10．0％
4－2　母
　　　好きだ
　　　普通
　　　いない方がよい
　　　母はいない
　　　わからない
　491人
1，242人
　125人
　148人
　207人
22．2％
56．1％
5．6％
6．7％
9．4％
　この怠学少年の父母に対する感情の特徴は，ふつうの少年の父母に対する
感情よりも親愛の程度が薄いという点が注目される。とりわけ，怠学中学生
の父母に対する感情にはこの傾向がはっきり現われている。
　父に対する感情では，中学女子は，全学年を通じて，男子よりも親愛の程
度が低いことが注目される。男女ともに「いない方がよい」はさすがに低い
が，それでも中学女子の2，3年生では2割を超えている点は注目される。
全体としては，中学生は父に対する親愛の気持ちが低い点が目立っている。
　怠学中学生の父と母に対する感清を見ると，父よりも母に対する親愛の気
持は強い。とくに「好きだ」と「いない方がよい」の二項目において，父よ
りも母に対する親愛の気持がはっきり現われている。中学生の時期は，中学
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怠学中学生の父に対する感情
好きだ 普通搬1方 父はいない わからない
人数百刑瑚百分比噺人数1百分比蘇
中学・年男子1・・1　14・・1・・42・・i・111・4151・…1・1・…
中学1年女子 ・1・3・・1・1・6・・721　・…1・1・…｝116・・
中学・年男子1321・6・・189　j・4・71819・・i42i　・…11819・・
中学2年女子 18…13326・・262・5351・7・・「1511・8
中学・年男子1・・13・・621・47・・12gl6・・69gl22・・1439・・
中学3年女子 311…3187・，・・16222・56122・・23412・・
怠学中学生の母に対する感情
感刷好きだ普通搬1方母はいないわからなL・
　　　人数1百分比人姉分比馴百分比人数百分比一爾疵
中学1年男子1・sl・5・7331・7・・1・14・・112，・・11・5・・
中学・敏子1・1　・…1・1・6・321　・…1・1・・1・1・2・・
中学2年男子 ・・15…246L4gi4・・i211・…【1718・・
中学・年好1・・1・3・・15241・・1181　・…｝・・17・・116・2・・
中学3年男子 821・6243　］　ss・・　1・・4・・1531　・…429・・
中学・年好16724・・i113　1・…138114・11・・17・・i3211・9
生が親の支配から脱して自立して行こうとする自我の確立期に当っているか
ら，親とりわけ，おとなの象徴としての父親に対する中学生の気持は複雑で
ある。一方では父親に対する尊敬，畏れ，親愛の気持を持ちながら，他方で
は軽蔑，否定，自立の気持にも揺れ動かされている。父親に対しては，一方
では尋敬出来る指導力，頼もしさを期待しながら，他方では父親からの干渉，
拘束から逃れたいという気持が強い。母親に対しても，父親ほどではないが，
一方では親愛の気持を持ちながら，他方では口やかましく，細かい事柄に干
渉する母親を嫌がるようになっているのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　－77一
　5　住居一自分の部屋の有無
　思春期に入ると，少年は，自我の確立のために個室を求めるようになる。
今日の目本の住宅事情や家族構成から考えると，なお，この要求を完全に満
足させ得ない状況にあるが，怠学少年の住居環境はつぎのようである。
自分だけの部屋がある
兄弟と一緒の部屋がある
自分の部屋はない
1，434人
　467人
　317人
64．　7％0
21．1％
14．3％
　この問いは，少年が物理的に安定出来る場としての部屋があるか否かを問
うたものである。この結果が示すように，最近では，昔の非行少年の場合の
ように，家が狭くて少年の自我の確立を物理的に保障する場がないというこ
とは少なくなった。むしろ，逆に個室を持っていて，親の目の届かないこと
が，放任の原因になっている場合がある。自分の部屋の有無について，これ
を単独型怠学生と集団型怠学生に分けて考察して見ると，つぎのような結果
を得た。
　　　　　　　　自分の部屋の有無一怠学のタイプ別に見た一
自分だけの部屋 兄弟と一緒 自分の部屋はない　　　　　　住　居
ﾓ学の型 人釧百分比 人数　百分比 人　数　　百分比
単独型怠学生　15191・…　821…　12611・・
細型怠学生　18986・・127gl…1188　1・・
　この結果を見ると，単独型怠学生の住居環鏡は，
我の確立を阻害する程度が高いように見られる。
集団型のそれよりも，自
6家庭の雰囲気
　家庭環境のなかで，少年の行動に直接的な影響を及ぼすのは，家庭の雰囲
気である。この質問に対する少年の回答は以下の通りである。（複数回答）
　　　　　　　　　　　　　　　－78一
家にいると，楽しい
家にいると，寛げる
家にいると，落ち着かない
家にいると，窮屈だ
家なんか，ないほうがよい
325人
971人
434人
534人
122人
12．0％
36：　O％
16．1％
19．8％
4．5％
　この結果を見ると，家庭の雰囲気の良好なのは，48％であり，好ましくな
いのは40．4％であって，ほぼ半々である。このうち，「家にいると，楽し
い」が12．O％しかないのは，怠学少年にとって，家庭がもう一つ愛情のあ
る暖かいものになっていないことを示している。逆に，「家にいると，・落ち
着かない」「窮屈だ」が合計35．9％もあり，これらの怠学少年の場合は，家
庭にいることが不安定な状況にあることを示している。同じように学校生活
に対する抵抗感を持ちながらも，登校拒否と怠学とに分れる一つの原因は，
この家庭の雰囲気の相違が挙げられよう。
　7少年に対する家族の態度
　家庭で両親が少年の教育上，どうような態度で接しているかを問うたとこ
ろ，つぎのような回答があった。（複数回答）
勉強しろとうるさい　　　　　　339人
何事につけ，煩い　　　　　　　684人
何をしても，注意しない　　　　142人
悪い事をした時，注意する　　1，145人
何でも言うことを聞いてくれる　　65人
わからない　　　　　　　　　　200人
12．6％
25．4％
5．3％
42．4％
2．4％
7．4％
　子どもの教育にあたる親の態度には，（1）うるさく事毎に子どもに干渉する
過干渉型。②何でも子どもの言いなりになる過保護型。（3）子どもの教育やし
一79－一
つけをしないで放任しておく放任型。の三つのタイプがある。この回答を見
ると，怠学少年の家庭では，過干渉型38．0％，過保護型2．4％，放任型
5．3％という結果が出ている。自立心が芽生えて来る中学生の頃に親がうる
さく細部にわたって干渉することは，中学生に親への反抗心を起こさせ，そ
の反抗の一つとして怠学行動に出るということが考えられる。なお普通の子
どもの家庭との比較でいえば，過保護型が比較的低い比率である点が注目さ
れる。
　8家族の指導
　家庭における親の子どもに対する指導態度について，「万引」という具体
的な行為を例示して質問した。その回答は以下のようである。
家族の指導（万引したとき）
強く注意する
注意する
何もしない
わからない
1，354人
　717人
　60人
　79人
61．3％
32．4％
2．7％
3．6％
　子どもが万引をしたら，親が注意するのは当然であるが，この結果を見て
も93．7％は注意すると答えている。恐らく親は子どもが悪いことをした時
には，注意していることは確かであるが，問題はその注意の仕方にあるよう
である。徒らに厳し過ぎても子どもの反発を招くだけであるし，口先ばかり
で注意するだけでは効き目はない。思春期の少年に対する注意の仕方は子ど
もの心理をよく考えて適切な時期に適切な方法を選ぶことが大切である。
9所持金
怠学するには，遊興費，交通費，食費などの経費がかかるから，多少なり
とも小遣いが必要になる。小遣いは怠学という行為を経済的に支えている要
一80一
因である。また小遣いが欠乏してくると，怠学という非行だけでなく，窃盗
とか恐喝という犯罪に走る可能性も出て来る。この意味では小遣いを調査す
ることは，怠学行為を経済的側面から解明する手掛りとなる。
9－1　所持金の金額
　　　持っていない
　　　1，　OOO円以下
　　　1，000円一5，000円
　　　5，000円一10，000円
　　　10，000円一20，000円
　　　20，000円以上
???????
??????
??
?
? ??
1
?
?）? ?
21．2％
40．4％
31．2％
4．7％
1．8％
0．7％
　この金額は，少年が補導されたときに所持していた金額である。「持って
いない」が21．2％もいることは注目される。小学生が持っていないという
のは理解出来るが，中学生や高校生が持っていないというのは，補導される
前に所持金を消費してしまったからであろうが，犯罪へ走る恐れがあるもの
として注意される。また家を出たとぎから所持金を持っていなかったとした
ら，そこには複雑な親子関係が窺われる。
　つぎに所持金と補導の態様との関係を考察すると，以下のようである。
持ってい
ﾈい
1，000円
ﾈ下
1，000円～5，000円5，000円～10，000円10，000円～20，000円2 ，000
~以上
　　　　　所持金
笂ｱの態様 人1％ 人i％ 刈％ 人陪 人1％ 人1％
12191・・15221…怠学のみ　　　　　　・・83・・64i・2181・・1…
1怠学と不良行 162・51651・・915・3・・1…　313・・1・1・・
擁雛犯罪゜11262・・193141．21232・・1・4i・・1・i・・国・・
　この結果を見ると，非行の程度が進むにつれて，「持っていない」「1，000
円以下」「1，000円～5，000円」の項では比率が低下していることがわかる。
つまり，非行の程度が進むにつれて親から小遣いを貰うことが出来なくなり，
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金銭的に行き詰って来ることがわかる。ところが「10，000円～20，000円」
「20，000円以上」になると，少人数ではあるが，比率としては非行程度の高
いものが「怠学のみ」よりも高い数字を示すようになる。これは家庭で親が
金銭的には子どもの言いなりに与えているかそれとも少年が何らかの手段で，
金銭を得た結果であると考えられる。
　この点について，さらに考察したのが，所持金の入手方法についての調査
である。
9－2　小遣いの入手方法（複数回答）
　　　アルバイト
　　　友人・先輩から
　　　悪いことして
　　　自分でためて
　　　親から貰った
　　　その他
　　　金は持っていない
154人
44人
31人
280人
1，338人
　59人
　333人
5．7％
1．6％
1．2％
10．4％
49．6％
2．2％
12．3％
　小遣いの入手方法を見ると，親から貰ったものが半分に過ぎない。「自分
でためて」というのも親から貰ったものをためたと考えても，60％に過ぎな
い。普通の子どもの場合なら，「親から貰った」がもっと高い比率になるの
が当然である。ここにも怠学少年の場合，親子関係が複雑になっていること
が窺われる。なお「悪いことして」と答えた者がいることは見逃すことの出
来ない点である。そこで，所持金の入手方法と補導の態様との関係を考察し
てみた。その結果は，以下の通りである。
　この結果で注目されるのは，「悪いことして」という項にチェックしたの
は，「怠学と不良行為」と「怠学と犯罪・触法行為」の者に多いことであり，
親から貰ったの比率は，非行の程度が高まるにつれて減少している点である。
つまり，所持金の入手方法から見ると，非行の程度が高まるほど，不正な方
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所持金の入手方法と補導の態様
入手方法
補導の態様
アルバ
イト
友人・先
輩から
巫一tW
悪いこ
として
自分で
ためて
親から
貰った その他
人1％人【％下平
金は　っ
ていない
人1％
怠学のみ 1s41…i・41・・1・…1　172113・　・1　s・7164・71・3・1…115・11…
怠学と不良行為137・7173・・7…1531L・2615・1・・1・・　・l　sslls・・
怠学と犯罪・触
法行為
32國132・・1　・91…！・・II…12s・1・3・・13國9・11s・・
法で所持金を得ていることが窺われるのである。
　さらに所持金の使途は怠学行動と結びつくものであるから，この点にっい
ても調査した。その結果はつぎのようである。
所持金の使途と補導の態様
交通費 食　費 喫茶店代隅べ映醜代
人％天「7人1％a「π平
その他
人匪
怠学のみ 123・18・・1…i・5・71s31　12・33・・2・・1・・9367i・9・・
怠学と不良行
為
941・52381・49・・15511・41・・4i61…1　・461　・…
怠学と犯罪触
法行為
9sl　14・1　1　23sl・9・・611　12・761・21・2・・1・5・131・2
　この調査結果では，所持金の使途の第一位は，「食費」であり，いずれも
ほぼ半数に近い高率である。ついで「その他」が3割程度を示しており，こ
の内容が不明であるために，所持金の使途から怠学の行動を掴えようとした
意図は充分に達成出来なかった。「食費」と「交通費」は，いわぽ生活費であ
るから，それらに約6割が費消されており，残りの4割が怠学行動にかかわ
って費消されたものと考えられる。その内，喫茶店の費用が11％～12％を
占めている。
　10怠学の形態
　怠学には，朝から学校に行かずに遊んでいるものから，学校から中途で抜
け出して遊んでいるものなどがある。補導した時点で，少年に問うた怠学の
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形態には，つぎのような回答があった。
朝から学校に行っていない
途中からさぼった
途中できぽり，また学校へ
これから学校に行く
その他
1，241人
　389人
　186人
　239人
　127人
56．9％
17．8％
8．5％
11．O％
5．8％
　怠学の程度としては，「学校に行き，途中からさぼった」ほうが，「朝から
学校に行っていない」よりも軽いわけであるが，全体の半数以上が「朝から
学校に行っていない」という重度の怠学少年なのである。この点を学校，学
年別に考察して見ると，つぎのようである。
　　　　　　　　　　　怠学の形態一学校・学年別一
朝から怠学 塗中から怠獲宇灘・れから登校1その他　　　怠学
w年 緻百分比人数1百分比人姉分比1緻1百分比
小学・年　77・・…　1・・・国1U国・n
小学・年1・1…11【…111・・［・1・・1・1・・
小学・年118「…1・11・・i1・・1・・・…
中学1年　678・・1…　1・1・・1…　「・1・・
中学・年　・・76・3561・・126・・117・316匡・
中学・年14215・・1・3「1・867i・454・・15gl・・
高校・年　218i・・3782・2221・756i1・・i131・・
高校・年11611…1751…1281・・「5711・・115・・
高校・年　13・4・・15711・・i3711・85・1・6131・・
　11怠学の場所
　怠学の場所として，下記の10項目を例示し，
その結果はつぎのようである。
　　　　　　　　　　　　　　　－84一
それをチェックさせたが，
怠学の場所（複数回答）
1人数（人）1百分比（％）
パチ・・店・…r一ムセンター1… 12．9
公園・遊園地 229 8．5
神社・お寺 47 1．7
自宅 1… 14．8
デパート・スーパー 353 13．1
図書館 27 1．0
友人・知人宅 457 16．9
喫茶店 160 5．9
その他 624 23．1
　この調査結果を見ると，「その他」が23．1％になっており，その内容が不
明である点で調査の目的を充分に達成したとはいえない点がある。なお，こ
の調査結果で注目されるのは，「自宅」「友人・知人宅」など個人の住居を挙
げたものが31．7％に達している点である。つまり，怠学行動の場所となっ
ているのが，盛り場や公園，映画館など公衆の目に触れるところよりも，個
人の住居である点は，今日の家庭教育の一つの問題点を示すものといえよう。
　遊びの場所を補導の態様との関係で考察すると，以下のようである。
パチソ
コ店
人1％
公　園 社寺
人陵人1％驚 デパー? 図書量 友人・知人宅 映画虻 茶
??
その他
人i刎％人％人剛％人1％
怠学のみ1・961・s・・112・1・…11sl，・22・・1・…ll9211s・・11sl・・　・1・721・3・・ll・1・・　・lgs17．・［39・［・2・・
艦不1　7gl・6・　・i　s・・…131・789！・557111・8511…ss132・　・1　・1・・　・1331…11・・1・2・・
購犯・・14・・4・1…i・71…1・1・i22・9i　991・・671・51251・6・・1・11・229－1・2・・
　この調査結果で注目されるのは，「怠学のみ」に比し，「怠学と不良行為」
や「怠学と犯罪行為」の少年たちは，「自宅」や「友人・知人宅」を利用する
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比率が高いことである。つまり，怠学行動が常習化して来ると，「自宅」や
「友人・知人宅」という個人の住宅が怠学生徒の溜り場のような役割を果し
ていることが窺われるのである。こうした個人の住宅が怠学生徒に利用され
ているときは，警察官としては，怠学行動を発見し難く，したがって，彼ら
を補導することが難かしくなるわけである。
12　怠学の仲間
　怠学の仲間（複数回答）
人凱百分比人　数 百分比
　　　　　　　　　人仲間
?
同級生　1・・62・・
自校同学年生1・5231…
自校の先輩1・…
自校の後輩　　　　38　　1．4
他校生　1144h・
その他の人　　　　77　　2．9
ひとりで　　　　828　　30．7
　怠学少年の怠学行動には，仲間をつく
らず，単独で行動する単独型と仲間で行
動する集団型とが存在するが，その実態
はつぎのようである。
　すなわち，怠学行動を仲間とともにす
る集団型の少年は69．3％であるのに対
し，単独で行動する単独型の少年は30．・7
％存在している。
　この集団型と単独型のタイプの相違は，
怠学行動に種々の差異をもたらす要因の
一つであるから，注目する必要がある。
　この怠学の仲間について，学校・学年別に示すと，次表のとおりである。
　このうち，とくに中学生に注目して，中学生の怠学の仲間について調査し
た結果は次表のようである。
　この二つの調査結果を見ると，単独型は中学2年生以降，ほぼ3割をコソ
スタソトにマークしていることが判る。中学1年生以下の怠学行動は「ひと
りで」行動している少年が多いことも判明した。中学生の調査では，男女の
比較では単独行動をとる者の比率は，男子のほうが高いことが明らかになっ
ているo
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怠学の仲間一学校・学年別一（複数回答）
同級生1鰹同学 自校の謾y
自校の
續y 他校生
その他の人
ひとりで　　　仲間
w校・学年 磁百分比瞳百分比人数1琵分人噸分人媚分
比
人蠣分人数百分比
小学・年　…　1・1…「・1・・1…1…・…　1・1…
樟・年・1…1・i・・・…1…・1111・・1…・1・1…
蝉・年　…　21・・1…・回・・1・圓・…1・7［…
中学・年・・1…　151・・i1111・・1111・11…i・1・4414・1
中学・年962・・lg31…1・・1・・1・11・・1311・・112・・！・1・1…
中学・年2371・・81621…11gl・6241・・14gl・・｝・・1・・i2823・・
高校・年151｝…1・・1…141・・回・・1381・・1221・・1・23「・…
高校・年112i…1762・111・・1・11・・1121・・1・・1…341…
高校・年971・・69・3・・141・・1・1…1・1・・1・1・・11・41…
中学生の怠学の仲間（複数回答）
同級生厘学年 同校先y 同校後y 他校生　その他 ひとりで　　仲間
w年 人％囚％ 人陽 人　％ 刈％人1％ 人「％
中学1年男子i161・・513t1・87・・11…1・1・・i・1・837i・・1
中学1敏副42・・21・542・・1・1・・1…　1・342・・
中学・年男子i581・・4521…｝…1…　171・・1…1743・・
中学・年好38國41！・・d11・・…・114「1・98！・・1362・・
中学・朝子11451…｝931…11・i・・｝16・623i・1i12・7186i…
中学・年好1911・・116gl・・11・1・381・・126・・i・・9961…
計　3523・g27・【・・75・1・・i2gl・・183・・1351・・1433【…
　13怠学の理由
　少年の怠学という行動は，成人の非行や犯罪行動とは違6て，行動とその
直接的原因とが合理的に結びついていることは少ない。むしろ，さまざまな
欲求不満が累積していて，何かの契機によって衝動的に暴発して行動となる
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ことが多い。しかし，それにもかかわらず，行動を起した本人には，それな
りの原因や言い分があり，それは少年の行動のすべてを説明するものではな
いにしても，行動を理解する上での重要な鍵になることは言うまでもない。
そこで怠学の原因と考えられるつぎの13項目を設定して複数回答を求めた。
以下がその結果である。
6－4　怠学の理由
人数（人）障分比（％）
学校の授業・・わからない　　　1431　1・・
テス・が・や　　　　　　671・・
嫌いな先生が・・る　　　　　2661・・
先生に叱られて　　　　i・…
姓になぐられて　　　　　・・1・・
いじめられ・から　　　　　・・1・・
好きな友だち・…な・・　　　｝112　　・・
友だちに誘われて　　　　　　　　　　　380　　　　14．1
家でおもしろくな…と・・あ・て　　・551・・
親に叱られて　　　　　159　　・・
学灘行くより遡で胱　　　i・・81…
・・なんとなく・くせ・・な・て　　i685　2・・
学校に行こうとすると，頭や腹が痛む　　　131　　　　4．9
　この結果を見ると，「学校に行くより遊んでいたい」とするものを挙げた
者が33．7％に達しており，ここに今日の少年の価値観が示されていること
が窺われる。次位は「なんとなく，くせになって」が25．4％である。怠学
し始めると，習慣化をしてしまって，学校に行かなければならないと思いつ
つも，何となく行き難いというのが怠学少年には少なくないのである。その
弱さを断ち切り，怠学の習慣化を防ぐのが，親や教師の指導でなければなら
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ない。つぎにこの怠学の理由を学校，学年別に考察した。その結果は，つぎ
のようである。
怠学の理由一学校・学年別一（複数回答） ?????????
???
???????????????
??
??????
???
??????????
???
???????
???
???????
??
?????????????
???
????
???
?????
???
??????
??
???ー
1
???
???
????
????????????
??
????????
???
?
? …??
i
???????
???
??
?ー
1
?????????
????????????
中学1年114・6・1］・…333・・1361…41・・1・5・・1・i2・・
中学・年【・・1・4・・12918・・7，・14・・11631・9・・11i71・5・・117i5・・1
中学・年【・，・1・5・・is417・・1・sl2・　1　1　3121　43・・1…i・4・・14315・・
高校1年レ71・9・・12917・・11313・31654・・sl891・22・・1・・17・・
高校・年1・61・6・・32・i5・・1・12・・，131・2・・i961・27・・1・・i5・・
高校・年「・7［・2・・593・・1・1…1981・2・9862・・1151…
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　さらに，とくに怠学行動の多い中学生の学年別，男女について考察すると，
つぎのようである。
　　　　　　　　　　怠学の理由一中学生一（複数回答）
　　　項目
w校・
w年
授業がわ
ｩらない
テスト
ｪいや
嫌な先ｶ
先生に
ｶられﾄ
先生に
｣られﾄ
いじめ
轤黷ﾄ
好きな
F達が
｢ない
人　％ 人1％‘ﾄ人1％下人％万中学1年男子「1・1・・13・27・91「・41L…i・・11・1・・
中学1年女子111・・｝…・1・11…　1・・1・1・・1…・｝ ・1・・
中学・年男子1・・t・・56・92811・78・931・57…6・・
中学・年好125・・531・32211・・1・1・・1・1・・國 ・1 ・
中学・年男子「123，・・5161・65411・・5・95L・1・・1・・i ・
中学・年好672・・i・71・2621・・517・831・1［・・9211・・
計　12761・・2451・917611・・・・52・・338・・7・國
　　　項目
w校・
w年
友達に誘
墲黷ﾄ
家に面白
ｭないこ
ﾆがあり
親に叱
轤黷ﾄ
学校に行くより遊んで
｢たい
なんとな
ｭくせに
ﾈり
学校に行こう
ﾆすると，身
ﾌが痛くなる
人睡 耶『人1％人陽 ぺ％
中学1年男子…7811・・33・22gl・・8253・211・・
中学・年好53L311…　1・・71・・863・・111・・
中学・糊子1・・11・713｛・・111・・lg14・6673・・｝・2・・
韓・年好11811・・11611・55・9721・・35・1…　5・・
中学・年男子771・・1261・881・8167i…［・56｝…131｝・・
中学・年好3811・・1271・87・与11455・794i・・212・・
計　11771・5911・・国・・511【砿・【3981…1621・・
　全体の調査結果と学校・学年別及び中学生の調査結果とを比較すると，
「授業がわからない」が中学2，3年で特に高率をマークしていること，「嫌
いな先生」はとくに女子中学生で高率であること，「友達に誘われて」は中
学1年以上は全体よりも高率であること，などが注目される。「学校に行こ
うとすると，身体が痛くなる」というのは，怠学行動のうちに登校拒否症の
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ような原因があるか否かを調査する狙いであったが，小学5年で2人（20％），
小学6年で2人（8．7％），高校1年で30人（7．6％）などが全体の調査結
果131人（4．9％）よりも上廻っていることが判る。しかし，回答者数が少
ないので，この結果をもって，怠学行動の原因の一つに登校拒否的原因があ
るとにわかに断定することは出来ない。なお，怠学の原因と考えられ易い項
目として教師の暴力，いじめ，テストなどを挙げて質問したが，この回答で
は，それらは比較的低い数値しかマークしていない点が注目される。
　14怠学をやめるためには
　怠学少年の大多数は怠学していることに負い目を感じており，出来れぽ怠
学をやめたいという気持を心の一隅にひそませている。しかし，現実には惰
性でずるずると怠学を続けていたり，学校での授業や人間関係の難かしさを
考えると，足が学校に向かないのである。
　こうした少年の気持を調査するために，「怠学をやめるためには」という
問いを用いたが，その結果は，つぎのようである。
怠学をやめるためには
人数（人）　　百分比（％）
友だちが面倒を見る 93 4．4
先生が面倒を見る 135 6．　4
親が面倒を見る 88 4．2
誰かが面倒を見る 134 6．4
学灘行くつもりはない1142 6．7
わからない 1，　517 71．9
　この調査では「わからない」が71．9％を占めているが，実は「わからな
い」というのが怠学少年の最も素直な回答なのである。なぜなら，元来，少
年の怠学そのものが明確にこれと言える原因があってやったわけではないし，
仮りにそうしたものがあったとしても，その原因が除去される可能性を考え
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ると絶望的になることが多いのであって，こうした問いに直面すれば，結局，
「わからない」と答えるより仕方がないのである。「わからない」は質問の意
味がわからないのではなくて，自分の心がわからないという意味に解すぺき
であろう。
　しかし，この「怠学をやめるためには」という質問に対する回答は，怠学
少年の精神的発達の程度によってかなり違っている。まず，この質問に対す
る学校，学年別の回答を考察してみよう。
怠学をやめるためには一学校・学年別一
????
?????
???????????
?????
????????
?????
???????????????????????
?????
??????????
?????
」??????
　全体の調査結果と比較して注目されるのは，「学校に行くつもりはない」
は，中学3年で高率であること。「先生が面倒をみる」が，小学6年，中学
1年，中学3年，高校1年において全体より高いこと。などが挙げられる。
問題は「わからない」が，圧倒的に高率であるが，この回答をどのように解
釈するかという点であるが，本当にどうしてよいのか，自分でも判らないと
いう気持の少年もいるであろうし，日々を成り行くにまかせて，あまり真剣
に悩んでいないから，判らないと答えた少年もいたに違いない。そのどちら
であるかは，この回答結果だけでは判断することは難かしい。
　　　　　　　　　　　　　　　－92一
　しかし，怠学をやめて，学校に行くように，いくつかの考えられる状況改
善の案を提示したにもかかわらず，「わからない」の回答がこのように圧倒
的に多いことは，怠学少年の行動を変えさせることはそう安易なことではな
いこと。怠学少年自身が怠学をやめるための道をはっきり自覚しておらず，
迷っていること。などを示すものといえよう。
　つぎに中学生について怠学をやめるためにどうするかを問うた結果を示す
と，以下のようである。
怠学をやめるためには一中学生一
友達が面
倒をみる
人　％
先生が面
倒をみる
人　％
親が面倒
をみる
人　％
誰かが面
倒をみる
人移
学校に行くつ
もりはない
人　　％
わカらな
し・
人　％
中学1朝子1・7・・i・8・・741・・8415・・i・12・9481・69・・
中学・年好116・・1213・・…　1…　1・1・3・・i・・66・・
中学・年男子1・4・・1・4…47・・1157・・11316・・114・i…
中学・年好1・i…1・14・・1・14・・8514・・97・・981π・
中学・年男子1・71・・44…23・33・1・・｝3gl・・i2821…
中学・年好1・31・・ 11・11…　11・・1136…11871…
　全体の調査結果と比較して，注目されるのは，中学生では「先生が面倒を
見る」という項目に高い数値が出ていることであり，とくに中学1年の女子，
中学3年の男子が高い。この点からすれぽ，中学生の怠学対策としては教師
との人間関係を修復することに期待が掛けられるのである。「学校に行くつ
もりはない」は，中学1年女子，中学3年男子，中学3年女子で高い数値を
示している点は看過出来ないところである。
　15怠学の連絡
　学校では，生徒が休む場合には，生徒または保護者がその理由を付して学
校に届け出ることになっている。朝から学校に行かずに怠学している少年の
場合は，この連絡をしたかどうかは少年の規範意識を探る上で意味がある。
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その調査結果は，以下のようである。
15－1怠学の連絡
　　　　　　　　怠学の理由を学校に連絡したか
家族が連絡した
友達が連絡した
自分で連絡した
誰かが連絡した
誰も連絡しない
　256人
　92人
　270人
　118人
1，440人
11．8％
4．2％
12．4％
5．4％
66．2％
　この結果を見ると，学校に連絡しないで休んでいる生徒が66．2％に達し
ており，自分が連絡した生徒はわずかに12．4％に過ぎない。正当な理由示
なく休むのであるから，学校に連絡しづらいという気持がこうした結果を生
むのであろうし，怠学が常習化すれば，学校への連絡をしないことにも平気
になるようである。この点で，無断休学した生徒に対する学校側の対応がど
の程度であったかが注目されるところである。
怠学の連絡一学校・学年別一
家族がした 友達がした　自分がした　誰かがした　連絡しない　　　連絡し@　　　た人
w校・
w年
人数「百分比 人数百分比人数百分比人数百分比人数百分比
小学・年111・1111…1・匝・1・1・・177・・
小学・年1・1・…　1…　1…　1・・i66・・
小学・年　・11・・111・・…　1・1・・「177・・
中学1年1131・・941・・lg1・・1・1・6576・・
中学・年14711…　6匡・381・1・・1171・・1・・56・・
中学・年1・・8「…123h・167・・137・・14716・・
高校1年i29…　8i・・1・・i1・・｝17i・・［2646・・
高校・年1271・・「・4・・「・…　9171・・1228i…
高校・年｛221・7151・・21・・11・・【251・・レ8・6・・
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　学校，学年別に考察して見ると，高校生以下までは，学校に連絡するのは
家族がすることで，家族が連絡しただろうと考えていることが判る。高校生
以上e＃　，怠学の連絡は「自分でした」と答えた老が多くなっている。「連絡
しないが多いのは，全体の調査結果と同じ傾向である。
　つぎに学校に連絡しなかったと答えた生徒1，440人に対してその理由を調
査した。以下はその結果である。
15－2学校へ連絡しなかった理由
　　　　　（前間で学校へ連絡しなかったと答えた者に質問）
連絡せずとも知っていると思ったから
連絡せずとも変わりはないから
連絡したいと思ったが適当な理由がなかった
連絡したいと思ったが気まずくて
親がさぼるなといったため
連絡すると学校がうるさいため
知っている
913人　　41．7％
知らない
993人　　45．4％
わからない
281人　　12．8
???????? ? ?? ?? ???
2
19．7％
20．5％
6．6％
7．2％
1．8％
15．9％
怠学を家族は知っているか一学校・学年別一
　この全体的な調査結
果では，子どもの怠学
を知っている親と知ら
ない親とはほぼ同数で
あることがわかる。こ
れを学校・学年別に考
知っている 知らない わからない　　　知って@　　いるか
w校・
w年
人数1百分比人数1甜比緻蹄比
檸・年i44・・155・・…
i小学・年　・1…1・i…1．1i…
小学・年1151・・262・・1・1・・
i47t…【中学1年　　　241…115i…
1中学・年1755・71131…1381…
中学・年1・・41・・92・82・193　　13．0｝
高校1年・111…t2356・・143・・1
1高校・年　771…12151…　441・・
高校・年1622・・｝18・1…i441・・
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察すると，前表のようである。
　全体との比較で注目される差異は，高校生になると，子どもの怠学行動を
知らないと思われる親の比率が高まっていることである。これは高校生が怠
学の事実を親に隠すことがうまくなったこともあろうし，親が高校生にもな
った子どもを信頼して，監督の気持を緩めることによるのかも知れない。
　16－2　なぜ，家族は知っているのか
　子どもの怠学行動について「家族は知っていると思う」と答えた人は913
人，41．7％にも達しているが，この家族は子どもの怠学を知っていながら，
なぜ見逃すのかという疑問が当然湧いて来る。そこでまず，たしかに家族は
子どもの怠学行動を知っているのか否かを確めて見た。その結果は以下の通
りである。
　　　子どもの怠学を家族が知っていると思う理由
　　　複数回答家の人が学校をさぼってもいいといっていたから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19人　　　0，7％
　　　家の人は，いつも私が怠学するのを知っていたから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　383人　　　14．2％
　　　学校への仕度をしないで家を出たのに，家族は黙っていたから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38人
学校から家に怠学したことを連絡したと思ったから
なんとなく
その他
263人
187人
165人
1．4％
9．7％
6．9％
6．1％
　この調査結果では，子どもが怠学することを知っていたり，推察出来るに
もかかわらず，親のなかには子どもの怠学を認めていると見られるものが，
15．6％程度いることが判る。これを学校学年別に考察してみると，つぎの通
りである。
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子どもの怠学を家族が知っていると思う理由一学校・学年別一（複数回答）
怠学を許
ｵていた
怠学を知
ﾁていた 縷して誉勲慶ら誉んとなその他　　　　理由
w校・
w年別 人媚分 人数百分比緻1百分比緻1百分比蘇人細比
1・1・・1小学・年　　　 i1・・回・・122・・回…　1…
小学5年 i…　1・1・…　1・・1・1…1・i…1・1・・
小学・年1・ ・・i・・i…ill・・1・11・・【11・・回・・
1・1・・1中学1年　　251…i・1・・113・・91・i11・51・i・・
1・11・8【中学・年　　721・…i・1…i561・・133国・i221・・
中学3年　　9 1・21199i…国・・11・911・・178…159i・・
高校1年11・・1321・・1L84・1・・1i27・・1241・・
・1・司高校・年　　251・・i・i1・・241・・1181・・1221・・?
高校・年　・・【15i・・1・1・・1141・・1・8i・・1261・・
　全体の調査結果との比較でいえば，「親が怠学を知っていた」とするもの
は，高校生では急激に低下していること，小学6年と中学生では「学校に行
く仕度をしないで，家を出ても，何も言わなかった」（怠学の黙認）は，全体
平均よりも高い数値になっていること，などが挙げられる。
　17　怠学を心配している人
　怠学少年は自らの怠学行動を認めているわけではなく，学校に行かなけれ
ばならないという規範意識は，たとえ明確に意識しなくても持っている。そ
れ故に少年たちが信頼するおとなの説得次第によっては怠学をやめて学校に
行くようになる契機をつねに含んでいるわけである。そこで怠学少年の人間
関係について調査したのであるが，その結果は以下の通りである。
　　　　誰が怠学を心配しているか（複数回答）
?????? 686人
986人
186人
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25．4％
36．5％
6．9％
祖父母
先生
友達
誰も心配していない
わからない
207人
576人
354人
356人
459人
7．7％
21．3％
13．1％
13．2％
17．0人
　この回答で注目されるのは，全体的に怠学少年は，自らの怠学を心配して
くれている人が少ないという孤独感を持っていることである。普通の少年な
ら父，母，先生，友達などを挙げる数値はこれよりもはるかに高いはずであ
る。まず，両親について見ても，両者ともに半数以下であること，なかでも
父親に対する不信感はかなり大きい。つぎに教師が僅か21．3％に過ぎない
というのは，怠学という行動が学校生活と直接に結びついているだけにその
数値の低さに驚かざるを得ない。こうした怠学少年の不信感は「誰も心配し
ていない」と「わからない」とを合せて30．2％の数字となって示されてい
る。っまり，怠学少年の割は，怠学していても誰も心配している人はいない
と考えているのである。これが怠学行動の常習化，永続化をもたらしている
一つの原因と考えられる。
　「誰が怠学を心配しているか」の回答を学校・学年別に考察すると，次表
のようである。
　この調査結果を見ると，「母」については，小学4年から高校年3まで一一
貫して40％台以上の高い数値をマークしている。「父」については，全体の
平均値は，小学6年生の21．7％にかなり影響を受けているものと考えられ，
それ以外の学校，学年はほぼ30％前後を示している。「先生」は小学生では
高く，学校・学年が進むにつれて数値は低下している。「誰もいない」は中
学生以降，数値が上昇傾向にある。
　さらにこの回答を怠学少年の最も多い中学生について考察すると，次表の
ようである。
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誰が怠学を心配しているか一学校・学年別一（複数回答）
父　　　母 兄弟 祖父母 先　生 誰もいﾈい
わから
ﾈい
　心配して@　いる人
w校・
w年 人1％人陪人％人％ 人　％
友達
l　％ 人1％可万
小学4年 1・1・…41・・…i・…i111…1・1…1…　21・…111…
小学・年1・1…｝・1・…【・1…1・1・…155…1…il・…1・［・…
小学・年15121・…1・3・・53・3・・111　・・34117・43113・・i3113・・6126・・1
中学1年1・61・9・・1・・1…1・6・・1　11112・6・・1・7・・i12113・・1・21・3・・i・4116・・
中学2年 Ii・21・…1・451・3・・71・43・3・・1　361・…1・・71・2・・［・・115・147114・　2・・1・3・・
中学・剣214！・9・・132・1・5・・156・77811・81972・・1121116・71131・・1・43119・・
高校1年1・3・1・4・・1・77・44・・i38・・｝31・・18722・・1　・・1・s・・16211s・71822・・
高校・年1・・i・8・・11551・s・　11　231　…1　321　…1sll23・・i　47113・・76311s・・174121・・
高校3年 921…　・1・2sl…9・61　・…3・・i　s611s・・14711s・　・153・17・・1　sgl19・・
誰が怠学を心配しているか一中学生一（複数回答）
?
母 兄 弟祖父母先 生友達 轍い わからﾈい　　人
w年 人％人【％人1％人％人1％人％人％万
中学1年男子・・1…1・・1・・34【・・1・11L3281…1・i1・・i・・1・・11・【1・・
中学1年好・i…1・i31・・｝・11・531・・｝・131・・1・11・521・・1・11・・
中学・年男子6gl・・888！…2411・8221・・166／・43・1・72611・75・2・・
中学・年好33i…1574・51gi1・・｝141・・1411…1・・1・・i　21瞬27i・・1
中学・年男子11393・11951…138・54511・1i136！…161i1・・16411・3961…
中学・年好75i…113・1・・318・5331・・612・・1・・121・84911・84711・1
計　i342t…1・・5【砿…5i・・1125【11・・13371…11831…11721・・12331…
　この結果で注意されることは，中学生の場合，男子と女子とでは対人関係
についてかなり違った結果が出ており，女子中学生は男子に比しi対人関係
に不信感，絶望感を強く持っている。すなわち，女子中学生は，父親，先生
に対して同学年の男子とは際立った差異を示しているし，「誰もいない」の
数字も男子中学生の平均が13．7％であるのに比し，女子のそれは15．5％で
一99一
ある。とりわけ，女子中学生は2年，3年と学年が進むにつれて対人的な不
信感が増大していることが窺われる。
　この怠学を心配している人の回答を怠学行動の二つのタイプに分けて考察
したのが，以下の結果である。
　　　　　　怠学を心配している人一単独型と集団型一（複数回答）
　心配して
　　いる人
タイプ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誰もい　わから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない　　ない巫人1％人1％人％人【％人1％人1％人1％
型43832・　1：613144・　9il171　8・　6］1271　9・　31　359126・322216・320515・028gl21・2
　この結果を見ると，単独型は，集団型に比し，心配している人の数値が祖
父母を除いてすべて低いこと。逆に「誰も心配している人はいない」では数
値が高いこと。などが注目される。
　18怠学の頻度
　補導した怠学少年に対して，怠学の実態を調査するため，怠学を終日と中
途からとに分けて，それぞれその頻度について質問した。以下はその結果で
ある。
18－1朝から終日さぼったことがあるか
ない（今日がはじめて）
ほんの少しある
1か月に1・2回
1か月に3・4回
1か月に5回以上
その他
??????????????????? ??? ??? ??? 20．9％
26．3％
16．4％
8．8％
22．0％
5．5％
18－2途中から学校をさぼったことがあるか
　　　　　　　　　　　　　一100一
ない（今日がはじめて）
ほんの少しある
1か月に1・2回
1カ、月｝こ3・4回
1か月に5回以上
その他
??????? ?? ? ? ??? ?
???????
3
? 22．5％
28．8％
15．0％
9．1％
18．7％
5．9％
　この怠学の頻度（終目）についての回答結果を見ると，「今日が初めて」
が20．9％，「ほんの少し」が26．3％で，両方合わせて半数前後を占める。
反面，「1か月に5回以上」が2割前後を占めている。前者の場合は，補導
された状況のなかでの回答であることを考えれば，そのすべてを信頼するこ
とは難かしいが，全体的に見た場合，「怠学は今日が初めて」というような
怠学少年集団と常習的な怠学少年集団との二極に分かれていることを示して
いるo
　中途からの怠学の回答結果でもこの二極に分化する傾向ははっきり示され
ている。ただし，終目怠学する行動と中途から怠学する行動とは生徒の心理
からいえば，かなり大きな相違があるわけであるから，常習的に終日怠学す
る生徒と常習的にではあるが，中途から怠学する生徒とは怠学行動の上では
かなりの相違があると考えられる。中途からの怠学生徒は，怠学行動を中止
する可能性と終日怠学する方に陥る可能性とを併せ持っているわけで，学校
や家庭の指導如何によるところが大きいということが出来る。
　つぎに怠学の頻度について，学校・学年別に考察してみよう。（次表）
　怠学の頻度についての学校・学年別の結果を見ると，小学生には初歩的な
怠学生が多く，中学生に至って常習的怠学者が増加しているが，高校生にな
ると，再び初歩的怠学生が多くなり，常習的怠学生は減少している。この点
は終日怠学の場合のみならず，下記に示す中途怠学の場合にも同様に見られ
る傾向である。
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怠学の頻度一学校・学年別一（終日）
な　い 1駐んの少別・1，・回脂3～最呈5回その他　　　　頻度
w校・
w年別 天爾疵團百分比 緻1百分比人数1百分比緻1百分比蘇
小学・年1・1…【44・・1・・・…　　33…　1・・
樟・年　11・・31…　2i…1111・・1・｝…1・1・・
小学・年131・・1・11・・1・［・・311・・【・1…152・・
中学1年1141・・1192・491・68・・1231…1…
中学・年1・・1・・1842・448｝1・・13311・・1…1・・216i・・
中学・年・・1…11221・…121…「75！1・・126・3・556・・
高校・年1・22・212・3・・i6211・・129・6461・・141・・
高校・年1・11…11・93・9712・8251・3271・9gl・・
高校・年晦・・131・・1147｝1・32・・912・・113・・
怠学の頻度一学校・学年別一（中途）
　　　　　　　　　　月に1，　月に3，な　い　ほんの少し　　　　　　　　　　2回　　　　4回 月に5回
ﾈ上 その他
　　　　頻度
w校・
w年 瑚百分比緻百分比人数齢比瑚百分比人坤分比瑚百分比瞠・年　11・・144・411…【・1・・3…　111・1
蝉・年144・・・…　3！…1…　　11・・1・1・・
蝉・剰41・231・・162・・【・1・131・・141・・
中学1年1171・・2231・・481・・1111…　71…　8・・
中学・年591・・187i・・4581・627・・i762・・221・・
中学・年11・411・・113511・994【・・2821…【24・｝・・758・1
高校・年112・1…11223・・1581・2231・・139n22・i・・
高校・年・・12・・｝1283・55gl1・3281・217i・・1・i・・
高校・年・・1・・71261・・64…822…　4「・・71・・
　このように高校生になると，終日怠学，中途怠学ともに常習的怠学生め数
が減少する傾向が見られるが，この傾向の解釈は，かなり総合的に考察した
上でなけれぽ容易に結論づけることは難かしい。
一　102　一
怠学の頻度についての調査を中学生について考察して見た。
18－1朝から終日さぼったことが有るか一中学生一
　し@　　頻度
w年
ない轡の少 1ケ月にP，2回 1ケ月にR，4回 1ケ月にT回以上 その他人1％人1％9人陵 人陵 人　％ 人陽
中学1鯛子1・1【1・・1161…［・【1・11・｝…1213・・1・｝・・
中学1年好31・・1・11・・1・1…／・1・・　　1・・・t…［
中学・年男子・・！…1542・53211・・「・・陣・1582・・［・…
中学・年好1・・｝1・・1・・1…｝161…1　　421・・1囹・・・31・・1
中学・年男子15811・118111・37211・・14611・・i・593・・1271・・
中学・年好「32111・84・1・・1・・11・72gl…1・23劉2gI1・・
計　15411・6224｝…11691・・16i1・・138gl…17gl・・
18－2途中から学校をさぼったことがあるか一中学生一
な　い ほんの少ｵ 1ケ月にP，2回
1ケ月に
R，4回
1ケ月に
T回以上 その他　　　頻度
w年 人移 人　％ 人陵 人陪 人1％ 人陽
中学1年男子1・5／2・11・7｝・・77i…11・1・・i　　・｝・・13 1・・1
中学1年好・11・・163・511・・，1・・｛・1…・1…
中学・年男子13211・・1582・・1381・・1131 ・1481…1131・・
中学・年好1・・i21・・【2gi…1・・11・・i1411・・128｝…i・1・1
中学・年男子・・1・・4831・86111・・1581・11 431…12gl・・
申学・年好1361・・i・・11・933…1241・・1971…129［…
計　【18・；1・・1244121・7116 1 ・・112・11・・1333｝…188i・・
　この回答結果を見ると，中学1年生のときから，かなり常習的怠学が目立
っているし，その数字は怠学少年全体のそれよりもかなり高いことは注目さ
れる。また常習的な怠学中学生の場合は，中途より怠学するより，朝から怠
学していることが多い。今回の調査では，小学生の人数が少ないので，中学
1年生の常習的怠学行動を小学校時代と関係づけて考察することは困難であ
一103一
るが，これらの中学1年生の常習的怠学行動は小学生のときからの怠学経験
なしには理解し難いものがある。
　怠学の頻度が怠学行動の単独型，集団型というタイプによって相違がある
か否かについて調査したところ，つぎの結果を得た。
　　　　　　　　　　怠学の頻度と怠学行動のタイプ（終日）
　　　　ほんの少　月に1，な　い　　　　し　　　　　2回
月に3，
4回
月に5回　　　　　その他以上
綱百分比人獅分比緻i百分比1人数百頒人姉分比人姉分比
単独型1581　19・・1・・21・4・715・1　・…i6217・・1・・32・・14315・・
集団型2971・22・・13641・7・・2・91・・1・2719・・127・1・…17515・・
　終目，怠学する生徒の怠学の頻度を怠学行動のタイプとのかかわりで見た
結果によると，怠学頻度の高い常習的怠学生徒は単独型のほうが高い数値を
示しており，怠学頻度の少ないのは，集団型のほうが高いということが判る。
　　　　　　　　　　怠学の頻度と怠学行動のタイプ（終日）
な　い
?????
月に1，　月に3，
Q回　　　　4回
月に5回
ﾈ上 その他
　　　怠学の
@　　　頻度
^イプ
緻1百分比緻1百分比瑚百分比緻1百分比人硝分比人飾分比
単独型・581・・32・22・・115・11・・162・・i・・32・8431・・
集団型2971…13642・・2・911・・ll27・42751・・475h・
　終日，怠学する生徒の怠学の頻度を怠学行動のタイプとのかかわりで見た
経果によると，怠学頻度の高い常習的怠学生徒は単独型のほうが高い数値を
示しており，怠学頻度の少ないのは，集団型のほうが高いということが判る。
怠学の頻度と怠学行動のタイプ（中途）
　　　　ほんの少　月に1，な　い　　　　し　　　　　2回
月に3，
4回
月に5回
以上 その他
人姉分比人姉分比緻百砒、緻百分比轍百分比人Xl9分比
単独型1　1961　24・・122・27・1　1　1251　ls・4698・・i　・46・8・・lssl6・・
集団型1　2sgl　21・5團・9・・1・・21・15…2819・52561・・1・・1…
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中途から怠学する生徒の怠学頻度と怠学行動のタイプとの関連を見ると，
終日の場合に比し，単独型と集団型の相違がそれほどはっきりしていない。
19怠学をはじめた時期
過去に怠学の経験があると答えた老を対象にして怠学をはじめた時期を調
査した。その結果は，以下のようである。
怠学をはじめた時期
人数（人） 1百分比（％）
小学1，2年頃から 26 t 1．4
小学3，4年頃から 41 1．5
小学5，6年頃から 134 7．1
中学1，2年頃から 745 39．2
中学3年頃から 350 18．4
高校1，2年頃から 486 25．　6
高校3年頃から 59 3．1
わからない 58 3．1
怠学をはじめた時期を怠学行動の最も多い中学生について調査した結果は，
つぎのようである。
怠学をはじめた時期一中学生一
学年
怠学開小学1，小学3，小学5，中学1，中学3始時期2年　　4年　　6年　　2年　　年
　　　綱毘分人数琵分人噸分人媚分人数琵分人確分人蠣分
　　　　・11・741・・7・・1・5・・13151・・1・…1・1…1・1…
中学1年女子 ・1…11レ・11・1・…19164…1…｝17・・i・7・・
中学・鯛子1・11・・1・1…12Sl13・・114・1・6・1・1…レ3・・【・li・1
中学・年好111・・92，・・116114・・80174．1・…165・631…
中学・年男子1・1・・…1…1211　・・　・1　2361・9…241…　・1・…331…
中学・年好1・11・271・・917・・｝1435・・165・26・・5S1…Sl…
計 1…gl　321…li・2m1639；63・3i　ls911s・　・1　23　1　・・　・1　14　1　1・・
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　この調査を見ると，中学1，2年のときに怠学をはじめたとする者が圧倒
的に多い。しかし，小学生のときから怠学している者も14％以上もいるの
は見逃すことが出来ない。なお，怠学をはじめた時期のピークが当学年また
は前学年に当っていることを考えると，怠学をはじめてから補導されたまで
の期間は大多数が一年未満程度であることが推定される。
　怠学行動のタイプと怠学をはじめた時期の関係については，以下のような
結果になっている。
小学1，2年 小学3，4年 小学5，6年
?????
中学3N
????? ????
不明 計　開始期
^イプ 人％ 人1％人1％人1％人陽人1％人％人1％人1％
単独型［・3睡・8・・レ211・・12681・…121・・11772・2241・418・・1・・21…
集団型「1・1・・t22・・【・・1・・1459ト・82271・212872ゆ1・・1・・1・・！1，・25161・・1
　この調査結果で注目されるのは，単独型怠学生は，その14．8％が小学校
の時期から怠学を開始しているのに対して，集団型怠学生は，小学生の時期
に怠学を始めたものは，8．2％に過ぎない。
　20　最初に怠学した時の教師の対応
　今回，補導される以前に怠学した経験があると答えた生徒を対象にして，
最初に怠学した時の教師の対応について問うてみた。以下はその結果である。
最初に怠学したときの教師の対応
1磁（人）百分比（％）
私には注意しなかった 104 5．5
私だけに注意した 517 27．4
私と家の人に注意した 682 36．1
何もいわなかった 97 5．1
知らなかった 229 12．1
わからない 261 13．8
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　この調査結果で注犀されるのは，生徒の怠学を知らなかったり，何らの指
導をしなかったと見られる教師が22．7％もいると見られていることである。
生徒の最初の怠学に対して，教師が適切な指導を加えることは，その後の怠
学を防止する上で極めて重要な惜置であることを考えると，この数値がもっ
と減少することを望みたいものである。
　21最初に怠学した時の親の対応
　教師に続いて，最初に怠学した時に，親がいかなる対応をしたかを問うた。
その回答結果は以下の通りである。
　　　　　　　　　　　　怠学したときの家族の対応
／緻（人）百分比（％）
私に注意し，学校にも連絡 446 a23．9
私に齢・，軸・㈱らせな唄 440 23。5
何もいわなかった 182 9．7　“
知らなかった 443 23．7
わからない 359 ・19．2
　親の場合は，教師よりも生徒の最初の怠学を発見し難いから，「知らなか
った」が23．7％と高い数値を示しているのは止むを得ない点もある。しか
し，それにしてもかなり高い数値である。このことは親の子どもに対する管
理が不充分であるととを示している。子どもの怠学を知っていて，何らの注
意も与えなかった親が9．7％を示しているが，これは親の教育責任を放棄し
だものということが出来，残念なことである。
　22－1　怠学生に対する家族の注意の内容
怠学生徒に対して，家族が具体的にどのような注意をしているかを調査し
だ結果は，’以下のとおりである。
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怠学したときの家族の注意内容（複数回答）
人数（人） 百分比（％）
進学，進級が出来なくなる 732 27．1
休んでもかまわない 23 0．9
休まないように 1，041 38．0
いきたくなければ，行かなくてよい 104 3。9
いかないなら，働きなさい 164 6．1
怠学を知っても何もいわない 138 5．1
怠学を知らない 224 8．3
　この結果によると，「進学，進級が出来なくなる」と注意したものと，単
に「休まないように」と注意したものとを合せて65．7％は子どもに注意を
している。しかし，親が子どもの怠学を注意することは当然の親の責任であ
るから，それから考えれぽ，この数値は決して充分ではない。
　この怠学生徒の親の注意は，学校・学生別に違うことが予想されるので，
この点を調査して，以下の結果を得た。
　　　　怠学生徒に対する親の注意の内容一学校・学年別一（複数回答）
　注意内容
w校・
w年
進学・
i級出
?ﾈい
休んで
烽ｩま
墲ﾈい
???????
いやなら行
ｩなくてもよい
職につ???? 何もい
墲ﾈい
知らな｢
人　男 人 ％羽 人　　％ 人i％ 人1％ 刈％小学・年1・1…1・・・1・臣・・ …　1・「…　1・・・i1・・
小学・年　22・・1・・・51…　2・・122・・回・・・…
小学・年　・…1…　131…1・i…　i・・31・・…
中学1年221…！・・3431・・471・・5・・【9n・1・1・・
中学・年12・1…6・・1189…171・1221・・123「・・1241・・
中学・年1・741…1・11・113945・・134・7631・767・・129・・
高校1年 11・1…1・11・・1148！…121・・129・・1・3621…
高校・年1131…110．31390．417　　4，922・・「141・155i1・・
高校3年 ・・1・・82・・11・23・27・・121113 ・・14511・・
一　108　一
　怠学生徒に対する親の注意は，「休まないように」というものが全学年を
通じて高い数値を示しているが，高校生に対しては若干低くなっている。
「進学・進級が出来なくなる」という注意は，とくに中学2，3年生で高率
を示している。この辺に怠学と進学との関係が窺われる。怠学を知っていて
も，親が「何も言わない」というのは，とくに小学6年と中学生に多い。親
が子どもの怠学を知っていながら，何も言わないというのは，一つには親の
・子どもの教育に対する無責任さから来るものと考えることが出来るが，さら
には思春期の子どもに対して，どのように指導すべきかについて親が若干迷
っているとも考えられるのである。高校は義務教育終了後に志望するものが
進む学校であるから，「嫌なら，学校に行かなくてもよい」とか「学校に行
かなけれぽ，職について働け」という注意の仕方は，高校生の親によく見ら
れるところである。しかし，この注意には，怠学生徒の悩みや迷いを理解し
ようという態度が見られないために，注意が効力を発揮するよりも，かえっ
て反発を招くおそれもあるから，注意を要する。
　22－2　怠学についての生徒の考え
　補導された怠学生徒に対して，怠学していることについてどう考えている
かを問うたところ，その回答結果はつぎのようである。
怠学についての生徒の考え（複数回答）
撒（人）陣分比（％）
退学もかまわない 211 7．8
友だちがよけれぽ学校に行く 94 3．5
先生がよけれぽ学校に行く 229 8．5
家族の人がよけれぽ学校に行く 94 3．5
これから学校に行くつもり 912 33．8
わからない 545 20．2
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　これによると，怠学をやめて，学校に行くつもりの生徒は33．8％であっ
て，その他の生徒は条件つきであったり，，はっきりした考えを持っていない。
なかには「退学させられてもかまわない」という生徒（7．8％）もいる。こ
の怠学についての生徒の考えを学校・学年別に見ると，つぎのようである。
怠学についての生徒の考え一学校・学年別一
??????? ???
退学でも
よい
人1％
友達がよ
ければ学
校に行く
人　　％
??????
人1％
家の人がよ
ければ学校
に行
人1％
くこれか
ら学校に
行く
人・P％
わからな
い
人陽
小学・剣・1・　…1・1　・…1・1…21…1・1・・…1・…
小学・年【・1…1…122…1・【…41…　41・…
小学・年1・1・・「・1　13・・1・8・・1・1・3・・71・3…11・1・…
中学・伺・i6・・1・15・・「・1・…1・［8・・13gl・4・812「・3・・
中学・年・・　17・・1・・14・・i・・｝・1・・1351　・…1・341・…1・・1…5
中学・年1771…1・・5・・1・・1・2・・92gl…1　2S71　39・・［21ii…2
高校1年1　s7　1　・4…814・・132・・gl2・・1・4・1・6・・188「・2・・
高校・年329・351・51236・・1・IL・1…i・5・・16gl…
高校・年1134・・1・i2・32・19・・1・「…1321・4・・1・・1…1
　この調査結果を見ると，「追学させられてもかまわない」とする生徒は，
中学3年，高校1年で高く，補導されて素直に「これから学校に行く」と答
えた生徒も，中学3年，高校1年では低い。この意味では，中学3年，高校
1年は怠学を改めさせるには一番難かしい年頃であるということが出来る。
「わからない」と答えた生徒も，中学2年，3年に多いが，これは彼らが怠
学を直ちに改めるには若干ちゅうちょする気持を持っていることを示してお
り，しかも特定の条件が提示出来るほど，その抵抗感が明確に出来ないとい
う迷いを持っていることを窺わせる。
　そこで怠学について最も多くの問題を抱えている中学生の怠学についての
考えを調査した。その結果は，つぎのとおりである。
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怠学についての生徒の考え一中学生一（複数回答）
怠学につい
　ての考え 退学もかまわない
?????? 先生がよ
ければ学
校に行く
学年　　人r・Im人
家族がよ
ければ学
校に行く
??????
わから
ない
％人i％下人1％
中学1年男子1・4．・1・18・・レ1・1・・1・1…i・・1　49・・i・1118・・
中学・年好1321．41・1・・1・1　・4・・i1刺・【・…iil　・・，
中学2年男子・58・・｝・14・・126114・・1131nl9551・64612s・・
中学・年女子1・i・・11　716・3131・・1221・9・・i・・1・2・・1・・1・6・・
中学糊子13gl9・・［2616・44gl・2・lll・12・・團45・・1　・2sl3i・・
中学・年女子1・・14．・1・11　・．・1・・1・z・11・［7・・i9・1…11・・132・・
　中学生の退学についての考えで，注目されるのは，「退学させられてもか
まわないとする生徒は，中男子を除き，全体平均より高い数値を示しており，
とくに女子中学生が高い数値を示している。「これから学校に行くつもり」
と答えた生徒も，中2女子は最低であり，逆に「わからない」と答えた生徒
のうち，中2女子は最高を示している。学校に行く条件として「友達」「教
師」「家族」が提示されたが，このうち，彼らがとくにこだわったというも
のは少ないが，そのなかで，中2女子が「教師」や「家族」にこだわってい
ることが窺われた。
附　怠学少年の指導に関する二，三の提案
　1）　家庭教育の充実・徹底
　以上の調査結果からわかるように，怠学は少年を取り巻く人間関係の冷た
さに最大の原因があるのであるから，まず暖かい家庭環境をつくることが大
切であり，そのためには両親が子どもを本気で愛することであり，その愛情
をうまく子どもに伝えることである。
暖かい愛情に包まれた子どもからは怠学生徒は出てこないのである。また
両親は子どもとの触れ合いを密にして日常的な話し合い通じて子どもの気持
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ちや考え方をよく理解しておくことが必要である。急激に変動する現代社会
では子どもの意識も感情も常に変化しているから自分は子どものことをよく
知っているという先入観を捨てて毎日の子どもの言動や生活態度から子ども
を理解するようにしたい。
　2）　学校教育における生徒指導の徹底
　教師の指導態度にも改めるべき点が少なくないようである。とくに怠学生
に対する指導において早期に生徒と徹底的に話しあうとともに両親にも直ち
に連絡して注意を喚起し協力を求めるべきである。さらに教師は生徒の理解
について独善に陥ることのないよう常に変化する青少年の意識と心情につい
ての理解を深めるよう努めることが望ましい。
　3）　よくわかる授業の充実
　授業がわからないために怠学する生徒も少なくないことを考えると授業の
充実改善にもより一層の努力が期待される。中学生の時期は知的な事柄に対
して興味をもつ時期であるから，わかる授業をすれば生徒は興味を感じて学
校を休むことはしなくなるはずである。そのためには授業技術の向上に努め
るべきであろう。
　4）　生徒の怠学行動に関する情報の蒐集に努める
　少年の怠学行動は表面的な行動だけで理解すると誤解することが多いので，
怠学行動についての情報を充分に集めて正しい理解を持って指導することが
必要である。例えば，成人の目に触れる怠学行動は盛り場で遊ぶ姿であるが，
調査では怠学の場所は個人の家が一番多く使用されているのである。また少
年の怠学行動は表面に出る以前に少年を取り巻く人間関係に問題があること
も明らかになった。怠学行動も単独型と集団型では指導上の対策を違えなけ
れぽならないことが判った。怠学の学年別・学校別の推移が明らかになった
ことにより，怠学の指導は早期になされることが重要であることも判明した。
このように今後も怠学行動についての情報を一層蒐集することが望ましい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本学教授・くぼた　のぶゆき）
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